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● インストラクション手順例

1）（OHPまたはシートを参照しながら）

2）（解説例）

「企業は、人、モノ、金、情報などを使って、商品やサービスという価値を生
み出し、それによって利益や情報を獲得しています。これらは会社の財産と
なります。

そして獲得した財産を、また新しい価値の創造のために活用していくという
循環によって、企業は存続し、発展していくことができます。

会社が発展しているかどうかを見る主な目安が２つあります。

１つは、どれだけ活発な循環活動を行ったかという「プロセス」です。

もう１つは、どれだけ財産を増やしたかという活動の「結果」です。

「プロセス」がどうであったかを見るための指標として、『損益計算書』があ
ります。

「結果」がどうであったかを見るための指標として、『貸借対照表』があります」。

貸借対照表と損益計算書の関係

貸借対照表と損益計算書とは何か、それぞれどういう関係にある
のかを解説するための概念図です。OHPシートまたは手配りシー
トとして、活用してください。
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■ 貸借対照表と損益計算書の関係（概念図）


